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岐阜県山間部の配慮すべき動植物（一部） 

（株）テイコク作成 

種名 分布・生育環境 特徴・生態 貴重性 写真 

キンラン 
 （ラン科） 
 
Cephalanthera 
falcata 

本州（秋田県以
南）、四国、九州に
分布。国外では朝
鮮半島、中国に分
布。県内では丘陵
地～低山地に点在
して確認記録があ
る。 

花は黄色で、茎の先
にかたまるようにし
て複数がつく。葉は
茎に６～８個互生
し、長さ８～15cm、
幅４cm前後の楕円状
披針形。開花時期は
４月下旬～６月上旬
頃である。 
 

環境省：  
絶滅危惧Ⅱ
類 
岐阜県： 
絶滅危惧Ⅱ
類 

 

シデコブシ 
（モクレン科） 
 
Magnolia 
stellata 

東海地方に固有の
種。本州中部地方
の伊勢湾に面した
地域に分布。岐阜
県内では美濃地方
東部の東濃地域を
主体とした地域に
分布する。 

丘陵帯の丘陵山間部
の湿地に生育。貧栄
養の湧水湿地の周辺
に多い。高さ４〜５
ｍになる落葉広葉
樹。花は白色でやや
ピンク色を帯びてお
り、径７〜10cm。が
くと花弁は同じよう
な色・形で見た目に
は十数枚の花びらが
あるような感じであ
る。葉は長さ５〜
10cm の倒卵形。 

環境省： 
絶滅危惧Ⅱ
類 
岐阜県： 
絶滅危惧Ⅱ
類 

 

ヘビノボラズ 
（メギ科） 
 
Berberis 
sieboldii 

本州の中部地方南
西部〜近畿地方、
九州の一部地域に
限定して分布。県
内では主として美
濃地方の中・東部
地域に確認記録が
見られる。 

丘陵帯から山地帯の
湿地に生育。山裾か
ら水がにじみ出てい
るような貧栄養の場
所に多く見られるよ
うである。高さ 80cm
程度の落葉広葉樹。
花は黄色で６枚の花
びらからなる。実は
赤く目立つ。葉のつ
いている所の下側に
鋭いトゲがある。 

岐阜県： 
絶滅危惧Ⅱ
類 

 

カモシカ 
（ウシ科） 
 
Capricornis 
crispus 

本州、四国、九州
の山岳地帯に分布
する日本の特産
種。落葉広葉樹林
の森林が主な生息
場所で、休息場所
として岩場を好
み、時々高山帯に
移動する 

分類学上、哺乳動物、
反すう偶蹄類の牛科
に属し、最も原始的
な姿をしている。秋
に交尾し春に出産し
１年間は子供を連れ
ているが、２年目よ
り親から離れて行動
する。集団の生活は
しないで、親子の単
位で約１～２キロ平
方の範囲で行動す
る。 

国特別天然
記念物 

 



2 

オオタカ 
（タカ科） 
 
Accipiter 
gentilis 

日本固有の亜種。
主として本州に分
布。岐阜県では飛
騨地方の高山市、
白川村、美濃地方
の岐阜市、大垣市、
白鳥町など県下の
丘陵帯～山地帯全
域に確認記録があ
る。 
丘陵帯～山地帯の
丘陵地から山地の
樹林に生息する
が、樹林と農耕地
がモザイク状にあ
るような里山に多
く見られる。 

カラス位の大きさの
タカ。体の背面は黒
褐色。腹面は灰白色
で褐色の斑紋があ
る。目の上に眉斑と
呼ばれる白い帯状の
斑紋がある。留鳥。
繁殖期（産卵から巣
立ちまで）は４～７
月頃で森林の大木上
に営巣する。巣は針
葉樹の太い枝の付け
根などに小枝を組ん
で造る。本州ではア
カマツと広葉樹の混
交林を好む。餌は鳥
類が主体で採餌は開
けた農耕地や林縁で
行うことが多い。冬
季になると暖地に移
動する個体もあり低
地でも見られること
がある。 

環境省： 
準絶滅危惧 
岐阜県： 
準絶滅危惧 

 

クマタカ 
（タカ科） 
 
Spizaetus 
nipalensis 
orientalis 

日本では北海道、
本州、四国、九州
に分布。国外では
中国、インド、ス
リランカなどに分
布。岐阜県では飛
騨地方の高山市、
白川村、美濃地方
の藤橋村、春日村
などに確認記録が
ある。丘陵帯上部
～山地帯の森林に
生息。落葉広葉樹
林や針葉樹と広葉
樹の混交林に多く
見られる。 

翼を広げた大きさが
150cm 前後の大きな
タカ。体の背面は黒
褐色。腹面は白色で
黒褐色の斑紋があ
る。尾には５本の横
縞がある。留鳥。繁
殖期（産卵から巣立
ちまで）は２～７月
頃。営巣は樹上で行
われるが、アカマツ、
モミなどの針葉樹を
好み、周辺の森林樹
冠より突出した高木
に営巣することが知
られている。 

環境省：絶
滅危惧ⅠＢ
類 
岐阜県： 
絶滅危惧Ⅱ
類 
その他 
種の保存法
該当 

 

 

ハチクマ 
（タカ科） 
 
Spizaetus 
nipalensis 
orientalis 

日本では、北海道、
本州、佐渡で繁殖。
国外ではユーラシ
ア大陸の亜寒帯か
ら温帯で繁殖。岐
阜県では飛騨地方
の高山市、荘川村、
美濃地方の可児
市、美濃加茂市な
どに確認記録があ
る。丘陵帯～山地
帯の丘陵地から山
地の樹林に生息。
落葉広葉樹林やア
カマツ林などに見
られる。 

翼を広げた大きさが
130cm 前後のタカ。体
の背面は茶褐色で腹
面は灰白色。繁殖の
ため東南アジアなど
から渡来する夏鳥。
４月頃に渡来し10月
頃渡去する。繁殖期
（産卵から巣立ちま
で）は５～８月頃。
コナラなどの落葉広
葉樹やアカマツなど
の針葉樹の樹上に枯
れ枝を積み重ねて皿
形の巣を造る。餌は
ハチ類を好んで食べ
る。渡りの時期には
市街地上空でも見か
けることがある。 

環境省： 
準絶滅危惧 
岐阜県： 
準絶滅危惧 
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ハイタカ 
（タカ科） 
 
Accipiter nisus 

日本では、北海道、
本州などに分布。
国外ではユーラシ
ア大陸の温帯から
亜寒帯に広く分
布。岐阜県では飛
騨地方の高山市、
上宝村、美濃地方
の岐阜市、多治見
市などに確認記録
がある。丘陵帯上
部～山地帯の丘
陵、山地の樹林に
生息。アカマツ林
や落葉広葉樹林で
見られることが多
い。 

ハト位の大きさの小
さなタカ。体の背面
は青みを帯びた灰
色。腹面は白色で橙
色の斑紋が密にあ
る。留鳥。繁殖期（産
卵から巣立ちまで）
は３～７月頃。アカ
マツなどの樹上に皿
形の巣を造る。餌は
カケスやホオジロな
どの小型鳥類。樹林
内や林縁で捕食す
る。冬期には暖地へ
移動し平地の林でも
見られることがあ
る。 

環境省： 
準絶滅危惧 
岐阜県： 
準絶滅危惧 

 

 

サシバ 
（タカ科） 
 
Luehdorfia  
japonica 

本鳥は中国東北部
とウスリーの周辺
だけで繁殖する。
日本では夏鳥とし
て渡来後、東北か
ら九州までの間で
繁殖するが、北日
本では少ない。冬
は主に東南アジア
で過ごすが、沖縄
でも越冬するもの
がいる。 

成鳥は白い眉斑との
ど中央に太い黒色縦
線があり、胸に太い
横帯、腹に横しま模
様がある。低山から
丘陵の林に棲み、水
田などの開けた場所
で、ヘビ、トカゲ、
カエル､昆虫、ネズ
ミ、鳥などを獲る。
マツやスギの枝に枯
れ枝を積み重ねて皿
状の巣を作り、5月に
2～4卵産む。 

環境省：絶
絶滅危惧Ⅱ
類 
岐阜県： 
準絶滅危惧 

 

 

フクロウ 
（フクロウ科） 
 
Strix uralensis 

日本では、北海道、
本州、四国、九州
に分布。国外では
ユーラシア大陸の
温帯から亜寒帯に
かけて広く分布。
岐阜県では丘陵帯
から山地帯にかけ
て広く確認記録が
ある。 

カラス位の大きさの
フクロウ。体は灰褐
色で黒褐色のまだら
模様がある。くちば
しは黄色。丘陵帯か
ら亜高山帯の樹林に
生息。留鳥。繁殖は
３月頃から始まる。
樹洞で営巣するが廃
屋などを利用する場
合もある。夜間活動
して採餌する。餌は
ネズミ類を主体とし
小鳥やイタチなどの
小動物や昆虫を捕食
する場合もある。 

岐阜県: 
準絶滅危惧 
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ヒダサンショウ

ウオ 
（サンショウウ

オ科） 
 
Hynobius 
kimurae 

本州中央部の山地
に広く分布する。
関東（埼玉県、東
京都）・中部・北
陸・近畿・山陰の
標高 200～1,000ｍ
付近に多く生息
し、渓流からの報
告がほとんどであ
る。本州西部を代
表する流水性サン
ショウウオであ
る。人工林（針葉
樹林）でも見られ
るが、やはり多い
のは二次林（落葉
広葉樹林・混合林）
である。 

体色の変化が著しい
が、普通背面に不規
則な細かい橙黄色の
斑を散らしている。
腹面には斑紋がな
い。産卵期は多くが 2
～4月。直射日光の射
さない大きな石の下
や伏流水の中に卵の
うを産卵する。1卵の
う内には10～20個の
卵がある。孵化した
幼生は流水性サンシ
ョウウオの特徴であ
る爪をもち、流れの
緩やかな石の下など
で生活する。 

環境省： 
準絶滅危惧 
岐阜県： 
準絶滅危惧 

 

ギフチョウ 
（アゲハチョ

ウ科） 
 
Luehdorfia  
Japonica 
Leedh 
 

日本固有種。本州
のみに分布。岐阜
県では高山帯、亜
高山帯、丘陵帯の
低地を除く全域に
確認記録がある。
かつて県内各地に
広く生息していた
が、最近は二次林
の管理が行き届か
なくなったことと
開発等により生息
環境が悪化したた
め、成虫の吸蜜植
物及び幼虫の食草
が少なくなり、産
地、個体数とも少
なくなっている。 

翅は広げた大きさが
50mm 前後。はね全体
に黒と黄のトラフ模
様があり、後翅に
赤・橙・青の斑紋が
ある。成虫は年１回、
３月下旬～５月上旬
に出現し、カタクリ、
スミレ類などの花で
吸蜜。成虫の出現時
期は概ねソメイヨシ
ノの開花時期と同じ
といわれる。幼虫の
食草はスズカカンア
オイ、ヒメカンアオ
イ、ウスバサイシン
などのカンアオイ類
である。 

環境省： 
絶滅危惧Ⅱ
類 
岐阜県： 
準絶滅危惧 

 

オオムラサキ 
（タテハチョ

ウ科） 
 
Sasakia 
charonda 

本種は、国内では
北海道（西部）、本
州、四国、九州に、
国外では台湾、朝
鮮、中国などに分
布している。成虫
は、雑木林でカブ
トムシやクワガタ
に混ざってクヌギ
などの樹液に来
る。幼虫は、渓谷
や河畔に生えるエ
ノキの葉を食べて
成長し、幼虫で越
冬する。 

日本の国蝶で、日本
に棲息するタテハチ
ョウの中では最大。
オスの翅表は青紫色
に輝き大変美しい。
年に１回発生し、６
～８月に見られる。
ニレ科のエノキ、エ
ゾエノキを食べる。
母蝶は７～８月頃エ
ノキ、エゾエノキに
産卵し、そのエノキ
の葉を食べて幼虫は
育つ。１１月頃、幼
虫はエノキの葉の落
葉とともに木を降
り、根元付近の落ち
葉の裏で冬越する。
翌春、幼虫は芽のふ
くらまないエノキに
登り、葉を食べて大
きくなり、６月頃に
蛹となる。蛹は６～
７月に羽化し、成虫
は雑木林の周辺を力
強く飛ぶ。 

環境省： 
準絶滅危惧 
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クマタカ 

タカ目 タカ科         学名 Spizaetus nipalensis orientalis 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 分布・生息環境 

日本では北海道、本州、四国、九州に分布。国外では中国、インド、スリランカなどに分

布。岐阜県では飛騨地方の高山市、白川村、美濃地方の揖斐郡旧藤橋村、旧春日村などに確

認記録がある。丘陵帯上部～山地帯の森林に生息。落葉広葉樹林や針葉樹と広葉樹の混交林

に多く見られる。 

美濃東部地域では、深山に生息し、分布域・個体数ともにオオタカより狭小である。 
 

○ 特徴・生態 

翼を広げた大きさが 150cm 前後の大きなタカ。体の背面は黒褐色。腹面は白色で黒褐色の

斑紋がある。尾には５本の横縞がある。留鳥。繁殖期（産卵から巣立ちまで）は２～７月頃。

営巣は樹上で行われるが、アカマツ、モミなどの針葉樹を好み、周辺の森林樹冠より突出し

た高木に営巣することが知られている。毎年同じ巣を使用することが多いが、複数の巣を保

有していることもある。餌は森林に生息するノウサギ、リスなどの小型哺乳類やヤマドリ、

キジバトなどの中・小型鳥類｡ 
 
 

 
 
ライフサイクル 

 
 
 
 
 
 

○ 貴重性 

環境省ＲＤＬ：絶滅危惧ⅠＢ類 

岐阜県ＲＤＬ：絶滅危惧Ⅱ類 

種の保存法：該当種 

○ 体長   76cm 前後 

  翼開長  150cm 前後                                              

○ 保全対策・留意事項 
地域生態系の頂点に位置し、絶滅の危機に瀕しているため保護する必要がある。 

 

繁殖の開始が早い場合

敏感度 大 極大 大 中 小 中 大

繁殖ステージ 抱卵期

敏感度 中 大 極大 大 中 小 中

繁殖の開始が遅い場合 1月9月 10月 11月 12月5月 6月 7月 8月1月 2月 3月 4月

10月 11月 12月 1月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

求愛期 造巣期 巣内育雛期
造
巣
期

求愛期巣外育雛・家族期


